
吉賀町の人口・世帯数
（平成 28 年 8 月 1 日現在）
 人　口　6,434 人　（+ 5）
 　男　　3,042 人　（+ 1）
 　女　　3,392 人　（+ 4）
 世帯数　3,173 世帯 (- 7）

（　）内は前月との比較　

よしか広報

２０１６年（平成２８年）
９月号・№１３１

地域課題に児童提案

正国公園

遊具リニューアル

　　　　　オープン

（関連記事 14 頁）
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お知らせ

平成２７年度吉賀町ふるさと応援寄附金状況報告

ご寄附と応援メッセージをありがとうございます。

■寄附の状況（平成２７年４月～平成２８年３月）

事業の種類 件数 金額（円）

ふるさとの子どもとおよしよりを大切にする事業 １３ 685,000

ふるさとの資源と環境を大切にする事業 １５ 430,000

ふるさとの文化を大切にする事業 １０ 3,835,000

合　　計 ３８ 4,950,000

■寄附者一覧

重
しげとみ

冨　亮
あきら

　　　様

川
かわかみ

上　真
しんご

吾　　様

池
いけだ

田　景
けいこ

子　　様

有
ありかわ

川　良
よしき

樹　　様

寺
てらど

戸　勇
いさむ

　　　様

河
こうの

野　幸
ゆきお

夫　　様

（公表をご了承いただいた方のみお名前を掲載しております。順不同。）

師
もろい

井　道
みちお

生　　様

五
ごとう

島　瑞
みずえ

枝　　様

中
なかむら

村　利
としみ

美　　様

山
やまさき

﨑　信
しんいち

一　　様

川
かわしま

島　智
ともゆき

之　　様

株式会社マリン　石
いしい

井　哲
てつふみ

文　様

■メッセージ

●吉賀高校に県内外を問わず、多くの生徒が集まることを願っています。

●吉賀町とつながりをもてるふるさと納税は素晴らしい制度だと思います。

■寄附金を活用して、平成２７年度は次の事業を実施しました。

事業名 事業の内容 事業費 充当額

ブックスタート 1.3.5 歳の誕生日を迎えられた子どもさんへ絵本をプレゼント 236 235

いきいき健康高齢者表彰 健康で生きがいを持って元気に生活している高齢者を表彰 6 5

陰陽神楽競演大会補助 貴重な地域伝統文化を紹介 160 160

環境教育 小・中学校で資源と環境に対する図書購入 90 90

■平成２８年度は、こんな事業を計画しています。

事業名 事業の内容 事業費 充当額

ブックスタート 1.3.5 歳の誕生日を迎えられた子どもさんへ絵本をプレゼント 455 455

いきいき健康高齢者表彰 健康で生きがいを持って元気に生活している高齢者を表彰 100 100

陰陽神楽競演大会補助 貴重な地域伝統文化を紹介 160 160

環境教育 小・中学校で資源と環境に対する図書購入 90 90

山
やまね

根　福
よしまさ

政　　様

小
こじま

嶋　直
なおき

樹　　様

小
こばやし

林　憲
けん

　　　様

石
いしばし

橋　志
し ず え

津枝　様

村
むらた

田　克
まつみ

美　　様

青
あおの

野　貞
さだお

夫　　様

いきいき健康高齢者 地域伝統文化【神楽】 環境教育事業
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お知らせ

第 18 回米・食味分析鑑定コンクール国際大会吉賀町選抜の出品者募集

　吉賀町では、米産地としてのブランド力を向上させること等を目的として米のブランド化推進事業

に取り組んでいます。今回、その一環として、本年 12 月に熊本県菊池市で開催される第 18 回米・食

味分析鑑定コンクール：国際大会への吉賀町産米の出品へ向けて吉賀町選抜を実施することとし、そ

の出品者を募集します。

平成２８年１０月３日（月）～平成２８年１０月２１日（金）

出品受付期間

●平成２８年産のうるち米で、吉賀町内で生産された玄米２．５ｋｇ

●生産者一人につき、出品数は３検体までとする

出品参加方法

選抜に関して

■出品要件

■出品先

■出品方法

　吉賀町役場六日市庁舎六日市地域振興室及び柿木庁舎産業課に備え付けの出品者募集チラシに生産

者名、住所、電話番号、品種を記載の上、玄米２．５ｋｇを添えて出品

吉賀町役場　産業課

　米・食味分析鑑定コンクール：国際大会において一次審査で使用する機器と同じ静岡製機㈱の食味

計及び穀粒判別器による計測審査。

①食味計：水分、たんぱく質、アミロース、脂肪酸、食味値を計測

②穀粒判別器：整粒度を計測

■審査方法

■選抜要件

■その他

　選抜により第 18 回米・食味分析鑑定コンクール：国際大会へ出品した検体が最終審査へノミネー

トされた場合は、当該検体の生産者は、コンクールへ出席することを原則とします。

（コンクール会場までの交通費相当額又はその一部を助成します）

　吉賀町選抜としてコンクールに出品する検体は、次のとおりです。

①整粒度７５点以上かつ食味値８５点以上で１生産者１検体を基本に食味値の上位から２０検体まで

　とします。

②ただし、水分値が１２％以下または１６％以上であった検体は対象外とします。

問い合わせ先

役場産業課　☎　７９-２２１３　ＦＡＸ　７９-２３４４
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お知らせ

混ぜればごみ、分ければ資源　ごみの分別特集『カン類』

　カン類とは、ジュースやビールなどの空き缶や、果物や魚

等の缶詰、のりや菓子等の小型の缶容器、スプレーの缶など

です。これらは『カン・金属』の指定袋に入れて排出します。

カン類とは？

これは、カン類？分別でまちがいやすいゴミ

まちがいやすいゴミの種類 正しい分別

スナック菓子の空き袋（袋の中が銀色）『容器プラスチック』

カップラーメンのフタ（裏が銀色） 『可燃ごみ（紙ごみ）』

薬（カプセル剤）の包装（裏が銀色） 『容器プラスチック』

乾電池 『有害ごみ』

包丁やナタなどの刃物類 『粗大ごみ』

・使い切っていないスプレー缶⇒使い切って排出

・キャップの付いたスプレー缶⇒キャップを外して排出

・洗っていない缶　　　　　　⇒洗って排出

・タバコなど異物を入れた缶　⇒洗って排出

正しい分別に、ひきつづきご協力をお願いします。

これらのカンは、分別が難しくなるので困ります

　分別でわからないことがあれば、「ごみの分別大

図鑑（配布保存版）」をご覧いただくか、税務住民

課までお問い合わせください。

税務住民課（環境衛生係）☎７７－１１１３

問い合わせ先

お知らせコーナー

●店頭などで勧誘され、ポイントカー

ドを申し込んだところ、実は希望して

いないクレジット機能が付いてるカー

ドだったという相談が寄せられていま

す。

●クレジット機能付きのポイントカー

ドは、特典が優遇される反面、年会費

が発生したり、決済機能があるため保

管等に注意が必要になったりする場合

があります。勧誘をされても詳しい説

明を求め、納得できなければきっぱり

と断りましょう。

●困ったときは、お住まいの自治体の

消費生活センター等にご相談くださ

い。（消費者ホットライン１８８）

県消費者センター０８５２－３２－５９１６
石見地区相談室　０８５６－２３－３６５７
役場税務住民課　０８５６－７７－１１１３

イラスト：黒崎　玄

いろいろなカン リサイクルへ向うカン

カン類に入れないで！ キャップをはずして！



5　　広報よしか　2016 年 9 月号　№ 131

９月９日は救急の日

　「救急の日」は、救急業務及び救急医療に対して皆様に理解と認識を深めていただくことを目

的に、昭和５７年に定められました。

　私たちは、いつ、どこで突然のケガや病気におそわれるかわかりません。そんなときに、

家庭や学校などでできる手当を知っておきましょう。病院に行くまでに応急的な手当をす

ることで、ケガや病気の悪化を防ぐことができます。

もし、あなたの大切な人が病気やケガをした時に

　　　　　　　　　　　　　　あなたならどうしますか？

救急医療週間

９月４日～９月１０日

救急車の呼び方

局番なしで１１９番に通報します。

（携帯電話の場合も同じ）

　救急車を要請するときは、落ち着いて、ゆっくり、はっきりと状況を説明しましょう。

（通報は益田広域消防本部の通信指令課につながります）

「火事ですか？」「救急ですか？」と

尋ねるので、「救急です」と告げて

下さい。

①

②

救急車を要請する場所を伝えます。③
○町名、番地、要請宅世帯主名

○屋外の場合は目印になる建物等

傷病者の氏名、性別、

　　　　　　　　年齢を伝えます。
④

どのような状態かを簡単に伝えます。⑤
○意識、呼吸、出血の有無等

○痛み、ケガの部位、負傷者の人数

最後にあなたの名前と、通報に使用し

た電話の番号を伝えます。
⑥

救急車のサイレンが聞こえたら、

手を振って誘導して下さい。

問い合わせ先

救急車は本当に必要なときに利用しましょう！！

益田広域消防署

　六日市分遣所　☎　0856-77-0162（六日市）　

　柿木分遣所　　☎　0856-79-2201（柿木）

益田広域消防ホームページ　http://www.fd-masuda.net/

お知らせ
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サッカー部バレー部　壮行試合・壮行会

大会名：第３回全日本ユースフットサル大会全国大会

日　時：平成２８年８月４日（木）～７日（日）

場　所：宮城県仙台市ゼビオアリーナ他

特　

集吉高の魅力
　７月２８日（木）吉賀町六日市町民体育館にて吉賀高校サッ

カー部、バレー部の全国大会出場の激励するため壮行試合・壮

行会が行われました。

　ビーチバレーに出場するバレー部「茅原なつき・小田さくら」

ペアはデモンストレーションゲームを行い、通常のバレーと違

うルールや戦術・試合の流れなどを披露しました。

　フットサルに出場するサッカー部は地元社会人チーム紫逅倶

楽部選手と壮行試合を行いました。社会人チームの熱いプレー

に刺激され試合は徐々に熱を帯び、壮行会を盛り上げました。

　試合後は各部キャプテンより決意表明が行われ、全国大会へ

の意気込みが伝えれらました。

　会場には約１００名の地域住民、保護者、サポーターが集い、

全国大会で戦う選手に声援を送りました。

サッカー部

大会名：２０１６マドンナカップ in 伊予市ビーチバレー

　　　　ジャパン女子ジュニア選手権大会全国大会

日　時：平成２８年８月１１日 (木 )～１４日 (日 )

場　所：愛媛県伊予市「五色姫海浜公園」

バレー部

次号は全国大会結果を掲載します。

デモを行う茅原なつき・小田さくらペア

社会人と熱い試合をするサッカー部選手

決意表明を行う両キャプテン
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サクラマス

　
　
　

派
遣
社
会
教
育
主
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

杉
内　

直
也

『地
域
で
の
子
ど
も
の
活
動
の
充
実
へ
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
夏
休
み
編
～
』

サ
ク
ラ
マ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

～
「
ふ
る
さ
と
で
の
学
び
や
体
験
を
も
と
に
、

い
つ
の
日
か
ふ
る
さ
と
吉
賀
町
の
将
来
を
支
え

る
人
材
（
人
財
）
の
育
成
」
を
め
ざ
し
て
～

　

吉
賀
町
の
教
育
の
核
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
サ
ク
ラ
マ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
地

域
活
動
の
充
実
は
取
組
の
柱
の
一
つ
で

す
。
今
回
は
夏
休
み
を
活
用
し
て
行
わ
れ

て
い
る
地
域
で
の
子
ど
も
の
活
動
の
充
実

に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま

す
。

　

柿
木
地
区
で
は
２
泊
３
日
の
『
寺
子
屋

修
行
』
が
今
年
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
小

学
４
年
～
６
年
の
22
名
が
参
加
し
、
食
事

を
作
っ
た
り
、
滝
修
行
を
行
っ
た
り
、
流

し
そ
う
め
ん
の
箸
と
器
を
作
っ
て
食
べ
た

り
と
、
様
々
な
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
子

ど
も
も
大
人
も
一
緒
に
寝
食
を
共
に
す
る

こ
と
で
、
夏
の
楽
し
み
の
一
つ
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
今
年
も
肝
試
し
の
お
ど
か
し
役
で
活
躍

し
て
い
ま
し
た
！ 

　

朝
倉
地
区
で
は
子
ど
も
12
名
と
大
人
12

名
が
一
緒
に
、
注
連
川
地
域
の
『
ま
ち
探

検
』
を
行
い
ま
し
た
。
地
域
の
方
か
ら
地

元
に
ま
つ
わ
る
紙
芝
居
「
石
神
様
」
を
読

ん
で
も
ら
い
、
実
際
に
注
連
川
に
あ
る
さ

ざ
れ
石
を
訪
ね
ま
し
た
。
そ
の
後
、
愛
宕

神
社
も
訪
ね
ま
し
た
。
探
検
後
は
公
民
館

で
昼
食
作
り
を
一
緒
に
行
い
ま
し
た
。
子

ど
も
も
大
人
も
一
緒
に
地
域
に
つ
い
て
学

び
、
見
つ
め
直
す
良
い
機
会
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

今
回
は
２
つ
の
地
区
で
の
夏
休
み
の
取

組
の
様
子
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
に
地
域
の
中
で
子
ど
も
た
ち
が
活
動
で

き
る
の
は
、
子
ど
も
た
ち
の
活
動
を
支
え

る
地
域
の
方
が
お
ら
れ
る
か
ら
で
す
。
そ

し
て
、
こ
の
よ
う
な
子
ど
も
の
地
域
で
の

居
場
所
が
増
え
る
こ
と
で
、
「
豊
か
な
人

と
の
関
わ
り
」
の
中
で
「
豊
か
な
学
び
や

体
験
」
の
機
会
が
増
え
、
子
ど
も
た
ち
は

吉
賀
町
へ
の
愛
着
を
深
め
、
吉
賀
町
の
豊

か
さ
を
体
感
で
き
る
の
で
す
。
今
後
も
積

極
的
な
子
ど
も
の
育
ち
へ
の
関
わ
り
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

吉賀高校支援

吉
賀
高
校
支
援
室
だ
よ
り

　

８
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
吉

賀
高
等
学
校
に
は
、
現
在
９
人
の
県
外
・

町
外
生
徒
さ
ん
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。
遠

く
は
、
神
奈
川
県
や
静
岡
県
等
か
ら
親
元

を
離
れ
て
吉
賀
町
で
生
活
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
生
徒
さ
ん
に
、
高
校
生
活
だ
け
で

な
く
、
日
常
生
活
の
場
面
で
も
充
実
し
た

３
年
間
を
送
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
始
め

る
活
動
が
、
「
サ
ク
ラ
マ
ス
フ
ァ
ミ
リ
ー
」

と
の
交
流
活
動
で
す
。
昨
年
度
末
か
ら
今

年
度
の
７
月
に
か
け
て
吉
賀
高
校
や
支
援

室
が
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
公
募
を
し
た
と
こサクラマスファミリーと生徒

地域にまつわる紙芝居（朝倉）

ろ
、
主
旨
に
賛
同
さ
れ
た
方
は
約
20
名
！　

皆
さ
ん
、
「
少
し
で
も
子
供
達
の
た
め
に

な
る
な
ら
…
。
」
と
快
く
引
き
受
け
て
く

だ
さ
り
、
吉
賀
町
の
「
ひ
と
」
の
あ
た
た

か
さ
を
実
感
で
き
ま
し
た
。

　

７
月
初
旬
に
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
打
合
せ
会

を
開
き
、
７
月
20
日
に
は
、
対
象
の
生
徒

さ
ん
と
の
顔
合
わ
せ
会
を
開
き
ま
し
た
。

夕
食
も
兼
ね
た
会
に
し
よ
う
と
、
担
当
に

な
っ
た
生
徒
さ
ん
と
一
緒
に
、
そ
う
め
ん

と
お
む
す
び
を
作
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
お
互
い
に
初
め
て
顔
を
合
わ
せ
た
こ

と
も
あ
っ
て
、
最
初
は
緊
張
し
て
い
る
様

子
も
あ
り
ま
し
た
が
、
次
第
に
打
ち
解
け

て
、
楽
し
い
時
間
を
共
有
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

２
学
期
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
方
が
、
担
当
の
生
徒
さ
ん
と
個
別

に
交
流
を
し
て
い
き
ま
す
。
少
し
ず
つ
交

流
を
重
ね
な
が
ら
、
生
徒
さ
ん
の
親
代
わ

り
と
し
て
、
卒
業
ま
で
生
徒
さ
ん
を
見
守

る
存
在
に
な
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
…
と

思
っ
て
い
ま
す
。
支
援
室
で
は
、
来
年
度

の
サ
ク
ラ
マ
ス
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
随
時
募
集

し
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
や
問
い
合
わ

せ
は
、
役
場
総
務
課
支
援
室
ま
で
い
つ
で

も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

サ
ク
ラ
マ
ス
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の

　
　
　

交
流
活
動　

ス
タ
ー
ト
！

地域の方と一緒に箸づくり（柿木）
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保健福祉だより

　

『
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
』

（
略
称
：
ロ
コ
モ
、
和
名
：
運
動
器
症

候
群
）
と
い
う
言
葉
を
耳
に
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
？

　

ロ
コ
モ
は
、
筋
肉
、
骨
、
関
節
、
軟

骨
、
椎
間
板
と
い
っ
た
運
動
機
能
の
い

ず
れ
か
、
あ
る
い
は
複
数
に
障
が
い
が

起
こ
り
、
「
立
つ
」
「
歩
く
」
と
い
っ
た

動
作
が
し
に
く
く
な
っ
て
き
た
状
態
の

こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

進
行
す
る
と
、
日
常
生
活
に
支
障
が

出
た
り
、
外
出
し
に
く
く
な
っ
た
り
す

『
元
気
な
今
か
ら
介
護
予
防
』

も
し
か
し
て

　
　
　

『
ロ
コ
モ
』
か
も
？

該
当
す
る
方
は
ロ
コ
モ
予
防
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
！

簡
単
・
ロ
コ
チ
ェ
ッ
ク

食
育
コ
ー
ナ
ー　

　

７
月
21
日
木
曜
日
、
柿
木
公
民
館
に

お
い
て
健
康
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

吉
賀
町
食
育
推
進
計
画
で
は
、
食
事
を

味
わ
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
し
っ
か

り
か
ん
で
い
た
だ
い
た
り
、
歯
を
大
切

に
す
る
な
ど
の
習
慣
を
身
に
つ
け
る
取

り
組
み
を
乳
幼
児
期
か
ら
高
齢
期
ま
で

通
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
健
康
教
室
で
は
、
「
し
っ
か

り
噛
ん
で
、
元
気
で
長
生
き
」
と
題
し

て
、
お
が
さ
わ
ら
歯
科
院
長
、
小
笠
原

陽
一
先
生
に
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
の
中
で
、
健
康
寿
命
を
伸
ば
す

た
め
に
は
ま
ず
歯
を
よ
く
す
る
こ
と
か

ら
と
お
話
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
生
活
習

慣
病
と
歯
周
病
の
関
係
に
つ
い
て
詳
し

く
お
話
い
た
だ
き
、
糖
尿
病
の
合
併
症

と
し
て
の
歯
周
病
に
つ
い
て
お
話
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
元
気
で
長
生
き
す
る
た
め
に

は
、
し
っ
か
り
飲
み
込
み
が
で
き
る
こ

と
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
の
こ
と
で
し

た
。
皆
さ
ん
が
関
心
の
あ
る
認
知
症
予

防
に
も
噛
む
こ
と
が
深
く
関
わ
っ
て
い

る
こ
と
、
噛
む
こ
と
に
よ
り
脳
へ
の
血

流
が
よ
く
な
る
こ
と
な
ど
参
加
者
の
皆

さ
ん
も
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。

　

最
後
に
お
口
の
体
操
も
教
え
て
い
た

だ
き
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
し
ま
し

た
。

健
康
教
室
開
催
！

講師を務めていただいた小笠原陽一先生

健康教室に集まった参加者

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
い
つ
ま
で
も

自
分
の
足
で
歩
く
た
め
、
自
分
の
こ
と

は
自
分
で
し
て
自
由
気
ま
ま
に
暮
ら
し

て
い
く
た
め
に
は
、
ロ
コ
モ
予
防
が
必

要
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

運
動
の
機
能
の
低
下
は
、
30
代
頃
か
ら

は
じ
ま
っ
て
い
き
ま
す
。
ぜ
ひ
若
い
う

ち
か
ら
予
防
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
い
つ

ま
で
も
い
き
い
き
と
生
活
し
ま
し
ょ

う
！

　

ロ
コ
モ
予
防
の
方
法
に
つ
い
て
、
詳

し
く
お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
、
役
場

保
健
福
祉
課
ま
で
お
気
軽
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

（判定）７つのうち、ひとつでも当てはまればロコモが疑

われます。（日本臨床整形外科学会 HP より）

片
脚
立
ち
で
靴
下
が
は
け
な
い

家
の
中
で
つ
ま
ず
い
た
り
、
す
べ
っ
た
り
す
る

階
段
を
上
る
の
に
手
す
り
が
必
要
だ

横
断
歩
道
を
青
信
号
で
渡
り
き
れ
な
い

15
分
く
ら
い
続
け
て
歩
け
な
い

２
kg
程
度
の
買
い
物
を
し
て
持
ち
帰
る
の
が
困
難
だ

家
の
中
の
や
や
重
い
仕
事
（
掃
除
機
を
か
け
る
、
布
団
の
上
げ

下
ろ
し
な
ど
）
が
困
難
だ

□□□□□□□
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保健福祉だより

健康コーナー
　このコーナーでは様々な健康に関する情報をお伝えします。自身

の生活習慣の見直しと実践に役立ててもらえればと思います。

　今回は『がん検診』　についてご紹介します。

９月はがん征圧週間
　日本人の２人に１人が生涯に一度はがんを患い、３人に１人が

がんで亡くなっています。誰しも、がんと関わりのない暮らしを

送ることが難しい時代です。しかし早期に見つけて適切な治療を

受けると、治るケースも少なくありません。そのカギは“検診”

です。国の勧める検診は胃がん・肺がん・大腸がん・乳がん・子

早期発見の鍵は

検診

宮頸がんの５つです。しかし、がん検診の受診率は国が目標とする５０％をはるかに

下回る３０％程度です。日本人の７割近くの人が、がん検診を受けていません。国際

的に見ても日本（2007 年）の受診率は際立って低いことが分かります。あなた自身

のためにも、あなたの大切な人のためにも必ず検診を受けて下さい。

20

100

％

60

0

24.9

40

80

がん検診受診率国際比較

52.1

34.1

20.3

51.0
45.8

73.8

21.3

85.0

57.0

78.6

大腸がん検診 乳がん検診 子宮がん検診

日本（2007） 韓国（2007） 米国（2004） 英国（2006-7）

大腸がん
　近年男女ともに増加傾向にあり、今では女性のがん死亡原因の第 1位となっています。し

かし、検診によって死亡率が下がることが最もよく証明されています。早期発見・早期治療

で９５％以上が完治すると言われています。

がんが疑われる症状

血便・排便異常・細い便がでる・肛門からの出血

検査方法

便潜血検査：大腸内の出血の有無を調べる検査です。便の表面をまんべんなくこすり、容器

　　　　　　に入れて提出するだけです。この検査を受けた人では死亡率が 60 ～ 80％減る

　　　　　　とされています。

（公益財団法人がん研究振興財団「がん統計」より）

※吉賀町では 11 月ごろに郵送法による大腸がん検診を実施します。

　詳細は９月末に発行されるお知らせ版に掲載します。
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今
月
の
本
の
紹
介
（
柿
木
公
民
館
の
本
か
ら
）

吉
賀
町
立
図
書
館

図
書
室
だ
よ
り

　

人
間
関
係
の
「
気
配
り
」
が
脳
力
を
上
げ
る

　

最
近
、
Ｋ
Ｙ
（
空
気
が
読
め
な
い
）
と
い
う

言
葉
が
流
行
っ
て
い
ま
す
が
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会

に
「
気
配
り
」
の
よ
さ
を
見
直
し
て
く
だ
さ
い
。

　

も
し
、
誰
も
が
自
分
本
位
で
一
方
的
な
、
頑

固
で
偏
屈
な
態
度
で
人
と
接
し
た
ら
、
対
人
関

係
は
厳
し
い
だ
け
の
も
の
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。

　

心
の
困
惑
や
混
乱
は
、
自
主
的
な
生
き
方
を

失
わ
せ
、
活
動
力
を
低
下
さ
せ
ま
す
。
そ
ん
な

状
態
は
脳
に
と
っ
て
も
よ
い
こ
と
は
ま
っ
た
く

あ
り
ま
せ
ん
。

　

人
間
は
、
自
由
に
能
力
を
発
揮
で
き
て
こ
そ
、

脳
を
活
か
し
、
老
化
を
遅
ら
せ
る
精
神
生
活
が

三
人
姉
妹
殺
人
事
件　
　
　
　
　
　
　

赤
川
次
郎　
　
　

講
談
社

鼠
、
滝
に
打
た
れ
る　
　
　
　
　
　
　

赤
川
次
郎　
　
　

角
川
書
店

Ｄ
ｅ
ｌ
ｕ
ｘ
ｅ　

Ｅ
ｄ
ｉ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ　

阿
部
和
重　
　
　

文
藝
春
秋

チ
ア
男
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

朝
井
リ
ョ
ウ　
　

集
英
社

何
者　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

朝
井
リ
ョ
ウ　
　

新
潮
社

武
道
館　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

朝
井
リ
ョ
ウ　
　

文
藝
春
秋

怪
し
い
店　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

有
栖
川
有
栖　
　

角
川
書
店

コ
ン
カ
ツ
？　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
田
衣
良　
　
　

文
藝
春
秋

夜
を
ぶ
っ
と
ば
せ　
　
　
　
　
　
　
　

井
上
荒
野　
　
　

朝
日
新
聞
出
版

十
二
単
を
着
た
悪
魔　
　
　
　
　
　
　

内
館
牧
子　
　
　

幻
冬
舎

抗
争　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

江
上
剛　
　
　
　

朝
日
新
聞
出
版

鬼
忘
島　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

江
上
剛　
　
　
　

新
潮
社

ブ
ラ
ッ
ク
・
ベ
ル
ベ
ッ
ト　
　
　
　
　

恩
田
陸　
　
　
　

双
葉
社

天
満
明
星
池　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
瀬
政
広　
　
　

双
葉
社

抱
く
女　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

桐
野
夏
生　
　
　

新
潮
社

柿木『図書だより』
 開館　９：００～１７：００（平日）
　＊毎月曜日と祝日が休館日です
　＊第２、４の土日は 9：00 ～ 16：00
 電話　７９－２５５３
 島根県鹿足郡吉賀町柿木村柿木 79

維
持
で
き
る
の
で
す
。
信
頼
の
持
て
る
平
和
な
人
間
関
係
を
保
つ
と

き
に
は
「
気
配
り
」
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

難
し
い
、
面
倒
臭
い
と
思
え
ば
、
脳
は
ど
ん
ど
ん
鈍
く
な
り
、
老

化
の
ス
ピ
ー
ド
は
早
ま
る
ば
か
り
。
ま
ず
は
家
族
や
友
人
、
ま
た
は

困
っ
て
い
る
人
が
い
れ
ば
手
を
貸
し
て
あ
げ
る
な
ど
、
で
き
る
こ
と

か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

（
い
く
つ
に
な
っ
て
も
「
元
気
な
脳
」
で
い
る
方
法　

大
友
英
一　

Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
）

図書館だより

吉賀町立図書館

［９月のみたい号巡回日］

七光・朝倉・双葉保育所　　　　　　　　２９日

柿木・木部谷保育所・六日市保育所　　　３０日

柿木小学校　　６・２０日　柿木中学校　２０日

蔵木小学校　　９・２１日　蔵木中学校　２１日

七日市小学校　１・１４日　吉賀中学校　１４日

朝倉小学校　　２・１６日　六日市小学校　８日

※都合により日程変更の場合があります。

[休館日 ]

＊毎月曜日と祝日。

＊９月２８日（水）は奇数月の図書整理休館日。

［図書返却箱の設置場所について］

柿木、七日市、朝倉、蔵木の公民館。

開館時間　９：００～１７：００　

電話　７７－１８５０

島根県鹿足郡吉賀町六日市６４８

【
郷
土
史
コ
ー
ナ
ー
】

　

町
内
の
文
化
財
を
ご
紹
介
す
る
展
示
を

し
て
い
ま
す
。
８
月
は
「
平
子
重
経
の
墓
」

や
「
田
丸
の
庄
屋
屋
敷
跡
」
な
ど
を
ご
紹

介
し
ま
し
た
。
９
月
は
、「
鈴
の
大
谷
」「
大

野
原
三
島
神
社
」
「
大
野
原
運
動
交
流
広

場
と
甚
六
」
「
参
勤
交
代
道
大
野
原
付
近
」

な
ど
で
す
。
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
職
場
体
験
】

　

８
月
２
日
・
３
日
の
二
日
間
、
蔵
木
中

学
校
２
年
生
の
椿
武
士
君
が
職
場
体
験
を

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
窓
口
の
仕
事
だ

け
で
な
く
、
保
育
所
の
Ｂ
Ｍ
（
み
た
い
号
）

巡
回
や
お
話
の
読
み
聞
か
せ
も
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
「
図
書
館
の
本
が
ど
の
よ
う

に
し
て
出
さ
れ
て
い
る
か
や
貸
出
、
返
却

の
仕
方
に
つ
い
て
、
い
つ
も
で
き
な
い
体

験
が
で
き
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
」
と
椿

君
か
ら
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
図
書
館
に
親
し
ん
で
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　　《図書館利用状況７月》

　●貸出総数　４，３６１冊

　●貸出人数　　 ６８１人

　●来館者数　１，１０８人

　《ベスト・リーダー！７月》

「　辛夷の花　」　　　　　葉室　　麟　　著

「主夫のトモロー」　　　　朱川　湊人　　著

「給食のおにいさん」　　　遠藤　彩見　　著

「　半　　席　」　　　　　青山　文平　　著

「つぶやくみつる」　　　　やく　みつる　著

[ お知らせ ]

・１０月１日～２０日　　島根県立図書館　所蔵

　「笑顔で読み聞かせフォトコンテスト作品」展示

・１０月２２日～１１月５日

　セカンド・ブック・フェアー（古本市）

　保育所園児の感想画展（１１月３日まで展示）

職業体験中の様子
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定住対策コーナー

メニュー 制度名 制度概要 問合先

住宅

建築

・

改修

子育て世代住宅取得資金利子補給制度

【平成 29 年度末まで】

子育て世代の住宅の新築（施工は町内事業

者に限る）に関する融資に対する利子を補

給。１／２を利子補給（10 年間）、限度

額 300 千円。

企画課

77-1437

空き家

バンク

空き家活用集落担い手確保事業補助金

【平成 27 年度より制度改正】

空き家情報バンクに登録された家屋の改修

に要する経費を助成。工事費 300 千円以

上。①補助率１／２、限度額 500 千円。

②補助率２／３、限度額 1,000 千円。③

補助率３／４、限度額 1,500 千円。（補

助対象者の区分により補助率及び限度額が

異なるので詳しくは問合先まで）

空き家家財等処分推進事業

空き家情報バンクに登録する空き家屋の家

財等の処分に要する経費を助成。対象経費

の 10 ／ 10、限度額 100 千円。

職業 無料職業紹介所
求人情報提供、求人者と求職者のマッチン

グを行う。

子育て ＵＩターン子育て支援事業

中学生以下の子どもがいるＵＩターン世帯

（転入後に子どもが出生した世帯を含む）

に対し、転入してから１年経過後に 10 万

円、2 年経過後に 10 万円、3 年後に 10

万円を交付。

体験
移住体験滞在施設

（お試し住宅）

町へのＩターン者に対し、短期的に滞在で

きる拠点を提供する。入居期間 1 年以内。

使用料 15,600 円～ 24,000 円。全 8 戸。

中学生以下の子どもがいる世帯に優遇措置

あり。

大
おおすぎ

杉　恵
めぐみ

美

石
いしぐろ

黒　智
ともえ

絵

田
たむら

村　薫
くんぺい

平

木
きむら

村　充
たかし

連絡先：吉賀町役場企画課内　☎　７７－１４３７

　　　　　　　　　　　　　　メールアドレス　oideyo@km.town.yoshika.lg.jp

Ｕターン・Ｉターン
吉賀町へ

を考えている皆様へ

吉賀町ではＵターン・Ｉターンの方に以下の制度をご用意しております。

まずはご相談ください。また、下記専任スタッフに相談をしてみてください。

よしか暮らし相談員 よしか移集支援員
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７
月
23
日
（
土
）
、
第
３
回
よ
し
か
立

志
塾
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
岡

山
県
津
山
市
に
本
社
を
置
く
、
超
硬
合
金

専
業
メ
ー
カ
ー
株
式
会
社
本
山
合
金
製
作

所
及
び
株
式
会
社
東
海
合
金
製
作
所
代
表

取
締
役
松ま

つ
も
と本

秀ひ
で
ひ
こ彦

さ
ん
を
講
師
と
し
、「
Ｔ

ａ
ｋ
ｅ　

ａ　

Ｒ
ｉ
ｓ
ｋ
」
と
題
し
、
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

両
会
社
は
素
材
（
超
硬
合
金
）
か
ら
完

成
品
（
金
型
）
ま
で
を
一
貫
生
産
し
、
大

量
生
産
で
は
な
く
、
多
品
種
少
量
生
産
を

行
っ
て
お
り
、
製
品
の
精
度
は
髪
の
毛
の

40
～
50
分
の
１
の
精
度
で
、
西
日
本
で
も

１
、
２
と
い
わ
れ
る
技
術
力
を
誇
る
会
社

で
す
。
今
回
の
講
義
で
は
、ご
自
身
を
ケ
ー

ス
に
リ
ス
ク
を
と
る
こ
と
に
つ
い
て
、
お

話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

松
本
さ
ん
は
、
従
業
員
が
、
自
分
が
い

る
か
ら
い
い
会
社
に
な
っ
た
ん
だ
と
思
っ

て
も
ら
う
会
社
に
し
た
い
、
す
べ
て
の
従

業
員
が
社
長
な
ら
こ
う
す
る
と
思
っ
て
行

動
し
て
ほ
し
い
と
い
う
欲
求
か
ら
、
リ
ス

ク
を
考
え
、
そ
れ
を
知
っ
た
う
え
で
行
動

を
起
こ
し
ま
し
た
。
ま
ず
、
会
社
の
経
理

を
オ
ー
プ
ン
化
し
、
部
門
別
収
支
を
導
入

す
る
こ
と
で
、
前
社
長
の
抵
抗
と
い
う
リ

ス
ク
が
あ
り
ま
し
た
が
、
従
業
員
に
業
績

を
意
識
し
さ
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
ま

た
、
経
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
労
力
削

減
を
行
い
ま
し
た
。
シ
ス
テ
ム
バ
グ
や
変

化
へ
の
抵
抗
な
ど
の
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
し

た
が
、
今
で
は
シ
ス
テ
ム
な
し
で
は
会
社

が
動
か
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

松
本
さ
ん
は
リ
ス
ク
を
と
る
こ
と
に
つ

い
て
、
常
に
リ
ス
ク
（
失
敗
）
と
チ
ャ
ン

ス
（
成
功
）
を
天
秤
に
か
け
る
こ
と
、
何

か
を
行
う
と
き
に
は
大
小
は
別
と
し
て
必

ず
リ
ス
ク
は
存
在
し
、
リ
ス
ク
を
と
ら
な

い
リ
ス
ク
も
あ
り
、
リ
ス
ク
の
向
こ
う
側

に
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
と
、
話
し
て
い
ま
し

た
。

あ
す
の

「よ
し
か
経
済
」
を
担
う

第
３
期
よ
し
か
立
志
塾

　
　
　
　
　
　

第
３
回
講
座
開
催
！

キーワード
　

よ
し
か
立
志
塾
は
、
明
日
の
ま
ち

を
支
え
る
経
済
人
の
志
の
高
揚
と
、

講
師
陣
や
塾
生
同
士
の
交
流
か
ら
生

ま
れ
る
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

を
目
的
と
し
て
、
第
３
期
生
（
平
成

28
年
・
29
年
度
）
の
２
年
間
で
開
催

し
て
い
ま
す
。

講師の松本秀彦氏

できごと・話題

　

サ
ク
ラ
マ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
に

向
け
て
、
吉
賀
町
の
良
さ
を
親
子
で
楽
し

み
な
が
ら
感
じ
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、

「
親
子
de
サ
ク
ラ
マ
ス
デ
ー
」
の
取
組
を

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
！

　

第
１
弾
と
し
て
、
７
月
24
日
（
日
）
真

田
の
正
国
公
園
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
の
方
や
ス
タ
ッ
フ

か
ら
教
わ
り
な
が
ら
、
親
子
で
協
力
し
て

テ
ン
ト
を
設
営
し
、
飯
盒
炊
さ
ん
（
昼
食

『親
子
de
デ
ィ
キ
ャ
ン
プ

　
　
　
　
　
　

体
験
講
座
』
開
催
！

作
り
）
を
行
い
ま
し
た
。
ご
飯
を
炊
く
に

も
火
が
必
要
で
す
。
薪
割
り
を
し
て
火
を

起
こ
し
、
飯
盒
で
ご
飯
を
炊
き
、
カ
レ
ー

を
作
り
ま
し
た
。
ま
た
、
午
後
か
ら
は
高

津
川
で
の
川
遊
び
を
し
ま
し
た
。
吉
賀
町

の
豊
か
な
自
然
を
満
喫
し
な
が
ら
、
親
子

で
体
験
を
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
の
心
に

温
か
な
思
い
が
た
く
さ
ん
積
も
っ
て
い
き

ま
す
。

　

第
２
弾
の
親
子
de
サ
ク
ラ
マ
ス
デ
ー

は
、
９
月
24
日
（
日
）
「
親
子
de
ア
ン
モ

ナ
イ
ト
発
掘
体
験
講
座
」
で
す
。
近
く
な

り
ま
し
た
ら
チ
ラ
シ
で
ご
案
内
し
ま
す
。

ぜ
ひ
親
子
等
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

親子で協力してテント設営

薪割を協力して行う様子
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《
寄
稿
》

　

合
歓
の
木

中
村　

重
満

　

七
月
の
こ
の
時
期
、
ピ
ン
ク
色
の
花
を
つ
け
た
合
歓
の

木
が
、
そ
こ
ら
、
こ
こ
ら
で
目
に
つ
き
ま
す
。

　

こ
の
合
歓
の
木
、
僕
ら
が
子
供
の
こ
ろ
に
は
コ
ー
カ
ー

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
い
つ
の
葉
っ
ぱ
で
水
中
眼
鏡
の

ガ
ラ
ス
を
拭
け
ば
、
く
も
り
が
よ
く
と
れ
ま
し
た
。

　

ピ
ン
ク
色
の
花
が
散
っ
て
、
も
う
す
ぐ
梅
雨
明
け
に
な

ろ
う
か
と
い
う
こ
ろ
に
は
、学
校
は
夏
休
み
に
な
り
ま
す
。

学
校
が
夏
休
み
な
っ
た
ら
、
僕
た
ち
は
勇
ん
で
川
へ
遊
び

に
出
か
け
ま
し
た
。

　

梅
雨
明
け
し
た
ば
か
り
の
川
の
水
は
、
ま
だ
冷
た
い
の

で
す
が
、
そ
ん
な
こ
と
は
お
構
い
な
し
で
水
中
眼
鏡
を
つ

け
て
川
に
入
り
、
ハ
エ
や
ド
ロ
ク
ラ
、
ボ
ン
コ
や
ゴ
リ
な

ど
雑
魚
を
捕
っ
て
食
べ
ま
し
た
。

　

捕
っ
た
魚
は
持
参
し
た
肥
後
守
で
腹
を
開
け
、
平
た
い

石
の
上
に
並
べ
て
塩
を
振
り
か
け
ま
す
。
石
の
下
に
は
、

細
い
木
の
枝
な
ど
燃
え
や
す
い
も
の
を
置
い
て
、
マ
ッ
チ

で
火
を
つ
け
ま
す
。
真
夏
の
太
陽
で
熱
く
な
っ
て
い
る
石

を
、
火
で
さ
ら
に
熱
す
る
わ
け
で
す
か
ら
、
魚
は
こ
ん
が

り
焼
け
そ
の
美
味
し
こ
と
、
今
で
も
思
い
出
す
と
生
唾
が

出
ま
す
。

文
芸
コ
ー
ナ
ー

　

７
月
15
日
（
金
）
吉
賀
町
真
田
地
内
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク

に
七
日
市
小
学
校
児
童
の
発
案
で
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
遊
具
と

ブ
ラ
ン
コ
が
設
置
さ
れ
、
遊
具
の
開
所
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

平
成
27
年
度
に
七
日
市
小
学
校
の
当
時
３
年
生
が
総
合

的
な
学
習
の
時
間
で
「
七
日
市
地
区
を
ど
う
し
て
い
こ
う
」

を
テ
ー
マ
に
人
が
集
ま
る
場
所
が
無
い
事
を
解
決
す
る
た

め
、
足
湯
が
ほ
し
い
、
遊
具
が
ほ
し
い
等
意
見
を
出
し
合

い
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
も
し
な
が
ら
、
意
見
を
集
約
、
発

表
し
ま
し
た
。
集
約
し
た
内
容
を
町
長
に
要
望
し
今
回
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　

置
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

開
所
式
で
は
児
童
や
関
係
者
約

　
　
　
　
　
　
　
　
　

30
人
が
集
ま
り
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
行
い
遊
具
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

立
ち
寄
っ
た
際
は
遊
具
で
存
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
遊
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

地
域
に

「人
が
集
ま
る
場
所
」
考
え
提
案

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

児
童
の
ア
イ
デ
ア
実
現

　

吉
賀
町
は
島
根
県
で
唯
一
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
が
発
掘
さ
れ

る
地
域
で
す
。
今
回
、
島
根
県
三
瓶
自
然
館
か
ら
の
依
頼

で
、
町
内
で
取
れ
た
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
の
化
石
を
募
集
し
た

と
こ
ろ
、
５
点
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
在
三
瓶

自
然
館
で
は
７
月
16
日
～
９
月
25
日
の
期
間
で
、
イ
ベ
ン

ト
『
ジ
ュ
ラ
シ
ッ
ク
・
シ
ー
』
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
魚

竜
が
泳
ぎ
、
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
が
大
繁
栄
し
た
恐
竜
時
代
の

海
。
ク
ビ
ナ
ガ
リ
ュ
ウ
や
魚
竜
の
ほ
か
、
た
く
さ
ん
の
ア

ン
モ
ナ
イ
ト
を
展
示
し
、
恐
竜
時
代
の
海
に
迫
る
展
示
会

で
す
。

　

そ
の
中
に
、
吉
賀
町
で
発
掘
さ
れ
た
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
の

展
示
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
是
非
、
こ
の
夏
休
み
を
利
用

し
て
ご
家
族
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

吉
賀
町
産
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

展
示
さ
れ
ま
す
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《
短
歌
》

顔
も
見
ず
声
さ
え
聞
か
ぬ
候
補
者
に

　
　

入
れ
る
一
票
空
し
く
も
有
り　
　
　
　

佐
々
田　

登

夕
べ
を
告
げ
る
メ
ロ
デ
ィ
は
心
に
沁
み
る
と
い
っ
た
ひ
と　

　

流
れ
て
ま
す
よ
お
と
う
さ
ん
ま
た
一
日
が
過
ぎ
ま
し
た　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

角
河　

淑
子

墓
前
に
て
現い

ま在
の
幸
せ
あ
り
が
た
く

　
　

皆
の
お
か
げ
と
南
無
阿
弥
陀
仏　
　
　

川
口　

敦
子

文
芸
コ
ー
ナ
ー

ちょうみんひろば

　

《
川
柳
》

カ
カ
シ
人
世
相
反
映
時
の
人　
　
　
　
　
　

村
上　

毅

世
界
中
平
和
が
欲
し
い
政
治
力　
　
　
　
　

岩
上　

武
史

欲
し
い
物
た
く
さ
ん
買
っ
た
夢
を
見
た　
　

皆
田　

卓
宣

何
も
か
も
ほ
し
い
あ
い
だ
が
夢
の
花　
　
　

大
庭　

寛

宝
く
じ
当
た
っ
て
欲
し
い
と
四
十
年　
　
　

水
上　

健
二

グ
ラ
ン
ド
に
揃
う
笑
顔
が
ま
た
欲
し
い　
　

田
村　

民
子

手
を
繋
ぎ
あ
の
子
が
欲
し
い
と
遊
ん
だ
日　

増
田
ム
ナ
コ

欲
し
く
な
い
年
の
数
だ
け
捨
て
た
い
の　
　

澄
川　

良
子

欲
し
い
も
の
あ
れ
こ
れ
選
び
歴
史
本　
　
　

斉
藤　

良
子

窓
の
花
お
日
様
欲
し
い
と
外
に
向
く　
　
　

斉
藤　

絹
子

つ
ば
め
の
子
餌
が
欲
し
い
と
鳴
き
わ
め
く　

安
永　

藤
子

欲
し
い
の
は
世
界
の
平
和
た
だ
ひ
と
つ　
　

角
河　

淑
子

カ
タ
ロ
グ
を
見
て
は
欲
し
い
と
思
う
だ
け　

澤　

三
智
代

出
て
ほ
し
い
ど
の
人
ど
の
党
参
議
選　
　
　

長
藤　

忠
夫

欲
し
い
物
あ
れ
も
こ
れ
も
ね
金
が
な
い　
　

大
庭　

和
子

寄
稿
・
文
芸
コ
ー
ナ
ー　

応
募
方
法
と
お
知
ら
せ

・
毎
月
１
日
ま
で
に
企
画
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
寄
稿
の
場
合
は
五
〇
〇
字
以
内
と
し
て
く
だ
さ
い
。

・
楷
書
で
略
字
を
使
わ
ず
、
漢
字
は
常
用
漢
字
を
用
い
て
ふ
り
が
な

を
振
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
応
募
作
品
は
基
本
的
に
原
文
の
ま
ま
記
載
し
ま
す
が
原
文
の
意
味

を
損
な
わ
な
い
範
囲
で
修
正
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
作
品
の
内
容
に
よ
っ
て
は
掲
載
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
応
募
多
数
の
場
合
等
は
掲
載
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
原
稿
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
。

・
掲
載
希
望
の
コ
ー
ナ
ー
名
を
記
載
く
だ
さ
い
。

・
掲
載
の
有
無
は
連
絡
い
た
し
ま
せ
ん
。

※
応
募
さ
れ
た
方
は
右
記
を
了
承
い
た
だ
い
た
事
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

《
寄
稿
》

　

相
田
み
つ
を
展　

心
と
こ
と
ば

河
野　

君
江

　

こ
の
度
、
六
月
二
十
五
日
～
七
月
二
十
四
日
ま
で
江
津

市
今
井
美
術
館
で
、
相
田
み
つ
を
展
が
あ
る
と
言
う
。

　

私
も
平
成
十
年
、
友
達
と
倉
敷
へ
遊
び
に
行
っ
た
時
の

事
、
帰
り
ぎ
わ
に
、
三
越
倉
敷
店
で
相
田
み
つ
を
展
が
あ

る
と
言
う
の
で
行
っ
て
見
る
事
に
し
た
。

　

見
て
い
る
内
感
動
し
涙
な
が
ら
一
文
、
一
文
と
見
て
歩

い
た
、
苦
し
み
、
悩
み
、
悲
し
み
を
慰
さ
め
励
ま
す
言
葉

で
あ
っ
た
。

　

子
供
の
頃
教
官
に
目
を
つ
け
ら
れ
「
不
良
学
生
」
と
言

わ
れ
人
が
し
た
事
ま
で
「
貴
様
が
し
た
事
だ｣

と
言
わ
れ

兵
器
庫
に
入
れ
ら
れ
た
と
言
う
。
中
学
卒
業
後
禅
僧
と
の

出
合
い
で
仏
法
を
学
ん
だ
と
言
う
。
書
家
と
し
て
詩
人
と

し
て
の
人
で
あ
る
。

　

わ
か
り
や
す
い
言
葉
で
共
感
と
感
動
を
う
け
る
。
私
の

好
き
な
言
葉
が
あ
る
。

　

「
つ
ま
づ
い
た
っ
て
い
い
じ
ゃ
な
い
人
間
だ
も
の
」
私

は
そ
の
時
の
苦
し
さ
を
慰
さ
め
ら
れ
た
事
を
い
つ
ま
で
も

忘
れ
る
事
出
来
な
か
っ
た
。

　

「
相
田
み
つ
を
」
と
書
い
て
あ
る
と
切
り
ぬ
い
て
は
老

い
て
行
く
自
分
に
読
ん
で
見
て
は
さ
さ
や
く
の
で
あ
る
。

　

は
げ
ま
さ
れ
一
歩
一
歩
と
前
を
向
く

　
　
　
　

お
悔
み　

―
や
す
ら
か
に
―　

（
７
月
届
出
）

　
　

中
山　

博　
　
　

さ
ん　

81
歳　
　
　

立
戸

　
　

香
川　

清
光　
　

さ
ん　

70
歳　
　
　

七
日
市

　
　

安
村　

タ
マ
ヨ　

さ
ん　

96
歳　
　
　

立
戸

　
　

永
見　

阪
枝　
　

さ
ん　

83
歳　
　
　

朝
倉

　
　

河
野　

照
市　
　

さ
ん　

84
歳　
　
　

大
野
原

　
　
　
　

出
生　
　

―
す
こ
や
か
に
―　

（
７
月
届
出
）

　
　

中
田　

虎
太
郎
（
こ
た
ろ
う
）
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　

浩
章
・
里
絵
さ
ん
の
子　
　

七
日
市

　
　

山
田　

結
架
（
ゆ
い
か
）
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　

直
人
・
み
ゆ
き
さ
ん
の
子　

七
日
市

　
　
　
　

※
同
意
が
得
ら
れ
た
方
の
み
記
載
し
て
い
ま
す
。
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月 日土金火 木水

6 ：00 

●ニュースサンネット

4

999

6 ：00 

●ニュースサンネット

3

 6 ：00 

●情報ネットしまね 

　8月号

2

6 ：00 

●ニュースサンネット

11

6 ：00 

●ニュースサンネット

10

6 ：00 

●今日の健康（2時

　間毎）

9

6 ：00 

●今日の健康（2時

　間毎）

8

6 ：00 

●グラントワチャン

　ネル 9月号　

7

6 ：00 

●隠岐★ドキ！あま

　チャンネル vol.6 

6

6：00 

●ニュースサンネッ

　ト 月間総集編 

　（8月放送分）

5

6 ：00 

●ニュースサンネット

18

6 ：00 

●ニュースサンネット

17

6 ：00 

●情報ネットしまね 

　9月号

16

6：00 

●ますますおいしい 

　9月放送分

15

6：00 

●快傑！石見ふしぎ

　探偵社＃61

14

6：00 

●LOOKING FOR 

　アクアス8月号

13

6：00 

●地産地消推進番組 

　（仮）

12

6 ：00 

●ニュースサンネット

25

6 ：00 

●ニュースサンネット

24

6 ：00 

●宮根の世界遺産登

　録10周年1年前 

　今からもりあがっ

　ちゃおライブ 

　（3時間毎）

23

6 ：00 

●今日の健康（2時

　間毎）

22

6 ：00 

●グラントワチャン

　ネル 9月号

21

6 ：00 

●隠岐★ドキ！あま

　チャンネル vol.6

20

6：00 

●ニュースサンネッ

　ト 月間総集編 

　（8月放送分）

19

6：00 

●快傑！石見ふしぎ

　探偵社＃61

28

6：00 

●LOOKING FOR 

　アクアス8月号

27

6：00 

●地産地消推進番組 

　（仮）

26

再

再

再再

 

新型ＳＴＢ登場 !

詳しくはサンネットにちはらまで…

 

平日　8：30～17：15 

（土・日・祝はお休みです） 

 

緊急連絡先 

セコムコントロールセンター 

Tel 0852-28-0016

今月のオススメ番組！ ケーブルセンター窓口受付時間

6：00 

●キュッとたまころ 

　5話・6話

1

6：00 

●情報ネットしまね 

　9月号

30

6 ：00 

●ますますおいしい 

　9月放送分

29

再

みなさんのお住まいの地域で放送

してほしい景色・風景などありま

したらぜひサンネットにちはらま

でお寄せください。

まちかどメッセージ募集中！

特

再 再再 再

2016
サンネットにちはら番組表 111ｃｈ データ放送・番組 112ｃｈ テロップ放送

※ ●…1Hごとに放送  ●…2Hごとに放送　  　…再放送　　…特別番組再 特

※ 編成の都合上、番組を変更する場合があります

●お問い合わせ サンネットにちはら　Tel:74-2099/Fax:74-2667

9月後半では津和野町議会9月定例会・吉賀町議会9月定例会の中継録画を放送予定です。

その際は番組表に書かれている番組が変更になる場合がありますのでご了承ください。

島根県ケーブルテレビ協議会制作番組 

「地産地消番組（仮）」

番組内で津和野町の「まるごと津和野マルシェ」

が紹介されています。ぜひご覧ください。


